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沖縄沿岸 における コビ レゴン ドウの水 中鳴音

東 直 人,*ｹ竹 村暘

久保 田 次 郎,*ｲ内 田 詮 三*ｹ

Calls of the Short-finned Pilot Whale, Globicephala 

 macrorhynchus, in the Coastal Waters of Okinawa,

Southern Japan

Naoto  HIGASHI,*¹ Akira TAKEMURA, 

Jiro  KUBOTA,  *² and Senzo  UCHIDA  *¹

    The underwater calls are very important for dolphins and porpoises. The calls 

of the short-finned pilot whale, Globicephala macrorhynchus, were recorded in natural 

condition and analyzed. They continually emitted the noisy sound during the observa-

tion. The calls were consisted of whistles and clicks. These calls resembled those of 

the other little toothed whales in its structure, but clicks of this species showed the 

structual feature, emitting frequently in pairs.
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鯨 類,特 に 小型 歯 鯨類 の発 生音 の解 明はclicks

を 中心 に詳 細 に行 なわ れ て きた。ｹ-ｹｲ)しか しリそ の

対 象は数種 に限 られ てい る。 小型 歯鯨 類 の鳴音 は種

に よ りかな り異 な り,そ の利 用法 も異 な って い る と

考 え られ る。 た とえば,小 型 歯鯨 類 の鳴音 は三 つに

大 別 され て い るが,ｹｳ)そ の全 て を利用 して い る種 は

少 な い。clicksの み で生活 して い る種 もい る。14)

バ ン ドウイ ルカTursiops truncatusの よ うに太 平洋

産 と大 西洋産 で は鳴音 に違 いが あ る し,本 邦近 海 で

も生息 海域 の違 い に よる相違 が指 摘 され て い る。15)

この よ うに,鯨 種 や生 息 してい る海域 に よって発生

音 の種類 や パ ター ンは様 々であ る。 ゴン ドウ クジラ

類 では,オ キ ゴ ン ドウPseudorca crassidens,16)と マ

ゴ ン ドウGlobicephala melaena17)に つ い て詳細 な

報 告 が あ る が,コ ビ レ ゴ ン ドウGlobicephala

macrorhynchus18)に つい ては大 西洋 産 の ものに つい

て のみ断 片的 に報 告 され てい る。 今 回,本 邦 産 の コ

ビレゴ ン ドウの水 中鳴 音を収 録 し,こ れ まで他 の鯨

種では報告されていない特徴的な発生音が見いださ

れたので報告する。

材 料 と 方 法

1991年12月5日12時49分 沖 縄 県鳩 内島北 方約15マ

イ ル(24。39.68'Nリ123ｺ37.90'E)に おい て、 北 へ

向か うコ ビ レゴン ドウ約200頭 の群 に遭 遇 した。 発

見時,調 査 船(幸 福 丸,4.9t)か ら約350m離 れ て

いた ので,直 ちに群 に接近 したが,船 首 につ く傾 向

はなか った。 また,群 の行動 に変化 がみ られ なか っ

たの で,機 関を 直 ちに停止 しハ イ ドロフ ォ ンを海 中

に垂下 して鳴音 の収録 を 行 な った。 発見 時 は晴れ て

お り,風 向 東北 東,風 力1,表 面 水温23.8℃,気 温26.5

℃で行動 観察 や録 音 には最 適 の状況 で あ った。 使用

した 録 音機 器 の総 合 周 波 数 特 性 は12kHzま で あ っ

た。 なお,分 析 にあ た ってサ ウン ドスペ ク トロ グラ

フ(RION♯4SG-07)の フ ィル ター実効 帯域 幅 に は

*1国 立海 洋博記 念 公園水 族館 〒905 -03沖 縄 県 国頭 郡本 部町 .
*2琉球 大学 理学 部海 洋学 科 〒903 -01沖 縄 県 中頭郡西 原町 .
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300Hzを使用した6

　群は複数の小グループより形成されていた。その

ほとんどのグループが若い個体と雌個体で構成され

ていた。また、体長6～6．5mと推定される雄個体十

湖頭が形成する一つのグループも観察された。若い

個体はテールスラップやジャンプなどを繰り返し行

なっているのが観察された。約30mのところまで調

査船で接近したが，船に興味を示すような傾向はみ

られなかった。収録は13時24分から53分までの29分

間行なった。収録期間の後半には群れが南西方向に

遊泳して行ったが，250m以上離れても鳴音は記録

された。

結果と考察

　ゴンドウクジラ類の鳴音については九州沿岸にお

けるオキゴンドウ16）や地中海におけるマゴンドウ

17）についての報告がある。Schevill　et　al．　i8）は大西

洋二二キゴンドウ，ニューファンドランド沖のマゴ

ンドウ，バハマ沖のコビレゴンドウおよびカリフォ

ルニア沖のGscammoniの鳴音をレコード盤にし

て発表し，鳴音の特徴についても部分的に記述して

いる。Busnel　et　al．　i7）は鳴音の特徴を記述すると

ともに，それらの組合せによって地中海産マゴンド

ウの鳴音を5つのタイプに分類した。

　二種の鳴音も同種と同様な周波数帯域，持続時間，

周波数変調様式，高調波および繰り返し率の特徴を

備えたwhistleとclicksを含んでいた。

　収録の期間中，前述した通りゆっくりと遊戯をし

ながら遊泳しており，今回収録した鳴音は索餌や生

殖などの特別な状態で発生したものではなかったと

思われる。

1．　Whistle

　慰種のwhistleは持続時間0．1～1秒で，周波数

1～10kHzの範囲に含まれる抑揚に富んだ鳴音であ

った。すなわち，高調波を伴わない抑揚に富んだも

の（Fig．1）や抑揚の乏しいもの（Fig．2），前半

にのみ高調波が見られるもの（Fig．3），いくつも

の高調波が終わりまで続くもの（Fig．4）等である。

この他，マゴンドウ17）と同様に三種のwhistleに

も抑揚が乏しく持続時間の長いものや持続時間が短

く抑揚のはげしいもの等も認められた。しかし，殆

ど抑揚の無いオキゴンドウのwhistleとは明らか

に異なっている。16・18）他のゴンドウクジラ類には抑

揚の乏しいマゴンドウと抑揚の大きいG．scam－

moniが報告されている。18）本種のwhistleはG．

scammoniに比べて抑揚がやや乏しく，Schevill　et

al．　i8）が報告している大西洋のコビレゴンドウによ

く似ていた。したがって，本種のwhistleには生

息海域の違いによる顕著な差異は見いだせなかっ

た。

2．　Clicks

　小型歯鯨類のclicksの発音形態は短い単一のパ

ルス音の繰り返しである。繰り返しの時間間隔は対

象物との距離で決まり，対象物に接近する場合には

次第に短くなり，遠ざかるときには長くなる。今回
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の記録でも同様のclicksが観察された（Fig．5）。

しかし，clicksの多くがほとんど同じ間隔であり，

かつ，間隔がかなり長いことからみて，漠然と周囲

を探知していたのではないかと考えられた（Fig，

6）。このことは、録音中ずっと群が遊びながら，

また，行ったり来たりしながらゆっくりと移動して

いたことからも推察される。

　しかし，ほとんどの小型歯墨髭がこのような単一

のパルス音の繰り返しのみをecholocationに使用

しているのに対し，本種の場合，clicksの各々のパ

ルス音が対になって即せられるのがしばしば観察さ

れた。エネルギーの集中した周波数帯が狭く低いも

の（Fig．7）や広く広がったもの（Fig，8）等，その

形態は通常のclicksと同様に変化に富んでいた。

群れの中での収録であるので複数の個体の発生音が

重複したことも考えられたが，その時間間隔やエネ

ルギーの集中している周波数帯の同一性からみて同

一個体の発生音と考えるのが妥当であろう。このよ

うな発音形態は非常に珍しく，大西洋産のコビレゴ

ンドウについての断片的な報告18）には記載されて

いない。よく似たclicksの形態にマッコウクジラ

Physeterαatodonのcodasが報告されている。19）し

かし，これに示されたマッコウクジラのcodasは

本間のような規則正しい対を成していない。しかも，

マッコウクジラはwhistleを用いず，　codasには

whistleの働きも含まれていると考えられている。
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すなわち，本種における対になったパルス音は

echolocationのためのclicksの特異な用法に用い

られているのではないかと考えられた。このような

対になったclicksが他のecholocationのための

clicksとどの様に違うかが注目される。この点につ

いては今後生態と併せて研究を進める必要がある。
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